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経営者の皆様を取り巻く
経営上の問題に的確に対応する
身近なパートナーです。

皆様に役立つ
質の高いサービスの提供を追及します。

（1）

「
経
済
合
理
性
」
と
「
国
民
の

安
全
」。二
〇
数
年
前
、
炭
鉱
の

取
材
を
し
て
い
る
と
き
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
」
と
い
う
観

点
で
論
議
が
あ
っ
た
。

「
鉄
は
国
家
な
り
」
を
支
え
た

国
内
石
炭
産
業
。
当
時
は
国
内

炭
二
千
万
ト
ン
体
制
を
堅
持
す

る
か
ど
う
か
、
国
を
あ
げ
て
の

重
要
な
論
争
が
あ
っ
た
。
輸
入

石
炭
は
、
露
天
掘
り
の
安
い
豪

州
産
。地
下
、
数
千
メ
ー
ト
ル
か

ら
炭
鉱
夫
が
命
が
け
で
採
掘
す

る
国
内
の
石
炭
は
当
然
な
が
ら

割
高
だ
。た
だ
、
国
を
さ
さ
え
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
べ
て
を
輸
入

に
頼
る
の
は
、
国
家
の
安
全
保

障
上
い
か
が
な
も
の
か
、
喧
々

諤
々
の
論
議
で
あ
っ
た
。
結
果

は
、
原
油
な
ど
の
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
国
内

最
大
の
三
池
炭
鉱
（
当
時
五
〇

〇
万
ト
ン
算
出
）
の
閉
山
と
と

も
に
日
本
の
石
炭
産
業
は
江
戸

時
代
に
ま
で
遡
る
歴
史
に
幕
を

閉
じ
た
。た
だ
、
こ
の
時
代
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
す
る

か
。
こ
の
国
の
た
め
に
は
ど
う

フ
ラ
ン
ス
一
三
〇
％
。カ
ナ
ダ
一

二
〇
％
。
ア
メ
リ
カ
一
一
九
％
。

ド
イ
ツ
九
一
％
。イ
ギ
リ
ス
七
四

％
。
先
進
国
と
よ
ば
れ
る
国
々

の
な
か
で
日
本
の
自
給
率
は
圧

倒
的
に
低
い
。六
〇
年
代
は
、
日

本
七
八
％
、
ド
イ
ツ
六
七
％
、
イ

な
か
っ
た
に
等
し
い
。
国
民
の

健
康
・
安
全
に
直
接
に
結
び
つ

く
「
食
」。食
糧
安
全
保
障
な
ど

と
大
げ
さ
に
い
わ
な
く
て
も
、

日
本
の「
食
」の
安
全
は
こ
ん
な

状
態
で
守
ら
れ
て
い
く
の
だ
ろ

う
か
。

渋
谷
区
は
、
今
後
四
年
間
の

施
設
整
備
の
概
要
を
公
表
し

た
。
旧
大
和
田
小
学
校
跡
地
施

設
は
じ
め
本
町
小
中
一
貫
校
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

な
ど
計
十
九
施
設
に
及
ぶ
整
備

計
画
で
、
総
事
業
費
約
四
〇
〇

億
円
。
桑
原
区
政
の
い
わ
ば
集

大
成
と
い
え
る
建
設
計
画
で
、

す
で
に
議
会
全
員
協
議
会
で
説

明
さ
れ
た
。

建
設
計
画
の
基
本
は
、
①
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
②
教
育

の
充
実
③
子
育
て
環
境
の
整
備

④
長
寿
社
会
を
楽
し
む
施
設
・

体
制
の
整
備
⑤
旧
大
和
田
小
学

校
跡
地
施
設
整
備
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
振
興
で
は
、

千
駄
ヶ
谷
出
張
所
を
原
宿
警
察

署
跡
地
に
移
転
す
る
計
画
。
あ

ら
た
な
用
地
を
東
京
都
か
ら
取

得
、
新
施
設
に
は
出
張
所
に
加

え
温
水
プ
ー
ル
・
文
化
・
教
育
・

福
祉
な
ど
の
多
目
的
集
会
施
設

を
併
設
す
る
。
施
設
規
模
は
約

六
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
平

成
二
十
二
年
七
月
着
工
、
同
二

十
四
年
七
月
開
設
予
定
。

さ
ら
に
神
宮
前
穏
田
区
民
会

館
の
建
て
替
え
を
計
画
。
区
民

施
設
に
は
今
後
、
区
民
の
意
向

を
聞
き
な
が
ら
、
同
施
設
へ
の

移
転
を
協
議
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
①
新
橋
区
民
施

設
を
改
築
。
改
築
後
の
施
設
に

出
張
所
、区
民
集
会
施
設
、保
育

所
、
新
橋
作
業
所
を
整
備
す
る
。

施
設
規
模
約
四
八
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
。平
成
二
十
年
着
工
、
同

二
十
二
年
十
月
開
設
予
定
②
恵

比
寿
区
民
施
設
を
改
築
。
出
張

ブ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
国
々

で
頂
点
の
人
た
ち
と
普
通
の
人

た
ち
と
の
賃
金
格
差
は
そ
れ

こ
そ
天
文
学
的
。
日
本
は
各
国

と
比
較
し
て
も
こ
う
し
た
極
端

な
差
違
は
な
い
。「
人
」「
も
の
」

「
金
」。
成
長
の
３
種
の
神
器
は

所
、
区
民
集
会
施
設
、
保
育
園
、

住
宅
を
整
備
す
る
。
施
設
五
七

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
二
十
一

年
十
二
月
着
工
、
二
十
四
年
四

月
開
設
予
定
③
西
原
図
書
館
の

改
築
に
あ
わ
せ
西
原
出
張
所
を

併
設
す
る
。
西
原
出
張
所
跡
地

に
は
区
民
集
会
所
を
新
設
す
る

予
定
。
施
設
一
三
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
。二
十
年
七
月
着
工
、
二

十
二
年
四
月
開
設
予
定
④
大
向

区
民
施
設
の
改
築
。
施
設
二
六

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
二
十
一

年
十
月
着
工
、
二
十
三
年
四
月

開
設
予
定
。

教
育
施
設
の
充
実
で
は
、
本

町
小
学
校
、本
町
東
小
学
校
、本

町
中
学
校
を
統
合
、「
本
町
小
中

一
貫
教
育
校
（
仮
称
）」
を
開
校

す
る
予
定
。こ
の
施
設
は
、
現
在

の
本
町
中
学
校
に
建
設
、
温
水

プ
ー
ル
、
体
育
館
、一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
直
線
走
路
が
あ
る
校
庭
な

ど
充
実
し
た
学
校
環
境
を
整
備

す
る
。
渋
谷
区
で
小
中
一
貫
校

の
開
校
は
は
じ
め
て
の
こ
と
だ
。

施
設
規
模
は
、
約
一
六
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
。地
上
五
階
、
地

下
三
階
。普
通
教
室
二
十
二
、
特

別
教
室
十
四
、温
水
プ
ー
ル
、体

育
館
二
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
。二
十
一

年
着
工
、
二
十
四
年
四
月
開
設

予
定
。

こ
の
ほ
か
、
鉢
山
中
学
校
を

「
理
数
教
育
重
点
校
」
に
指
定
、

整
備
。
渋
谷
区
が
方
針
と
す
る

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
考
え
だ
。

子
育
て
支
援
施
設
の
推
進
で

は
、
保
育
園
児
の
「
待
機
児
ゼ

ロ
」を
め
ざ
し
西
原
地
区
、旧
大

和
田
小
跡
地
に
認
可
保
育
園
を

新
設
す
る
。
西
原
地
区
は
学
童

館
跡
を
改
修
す
る
も
の
で
、
約

五
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
定
員

五
〇
人
程
度
。一
‐
五
歳
児
を
保

育
。二
十
一
年
三
月
開
設
予
定
。

大
和
田
小
跡
地
に
は
、
施
設
規

模
約
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の

施
設
を
建
設
。
定
員
六
〇
人
程

度
。
〇
‐
五
歳
児
を
保
育
。二
十

二
年
十
月
開
校
予
定
。

こ
の
ほ
か
、代
官
山
、恵
比
寿
、

新
橋
、
大
向
保
育
園
の
建
て
替

金
で
な
ん
で
も
買
え
る
と
い

う
風
潮
が
、
日
本
人
の
伝
統
的

な
精
神
文
化
の
退
廃
を
呼
ん
だ

ひ
と
つ
の
原
因
で
は
な
い
か
。

「
誇
り
」「
正
義
」「
恥
」
な
ど
の

言
葉
を
耳
に
し
な
く
な
っ
て
久

し
い
。米
国
司
法
省
は
、
そ
の
名

称
に
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス（
正
義
）と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。正
確

に
訳
す
な
ら
ば
、
米
国
正
義
省
。

言
葉
遊
び
で
は
な
く
言
葉
に
は

魂
が
潜
ん
で
い
る
。
よ
く
使
う

の
だ
が
、「
儲
か
る
」
と
い
う
言

葉
は
左
右
を
わ
け
る
と
、「
信
」

「
者
」
と
な
る
。真
剣
に
信
じ
る

も
の（
者
、
物
）が
す
な
わ
ち
儲

か
る
と
い
う
意
味
か
。

マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
す
浮
つ

い
た
風
潮
を
一
掃
、
こ
の
国
の

あ
り
よ
う
。
あ
る
い
は
自
分
た

ち
の
仕
事
、
生
活
。
生
き
方
を

見
つ
め
な
お
し
、
何
が
正
し
く

て
誇
り
が
も
て
る
の
か
。
日
本

人
と
し
て
の
「
骨
太
」
な
大
事

な
も
の
を
取
り
戻
せ
ば
、
そ
の

復
活
は
そ
う
遠
い
も
の
で
は
あ

る
ま
い
。
規
制
緩
和
で
欧
米
の

土
俵
で
戦
う
必
然
性
が
で
て
き

た
が
、
日
本
で
は
日
本
の
ル
ー

ル
が
あ
る
の
も
確
か
。
合
法
で

あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
あ
り
と
い

う
考
え
が
「
倫
理
」
の
低
下
を

招
く
。
誇
り
高
き
日
本
人
の
精

神
文
化
を
本
当
に
大
切
に
す
れ

ば
、
最
近
、
紙
面
を
に
ぎ
わ
す

官
僚
の
汚
職
、
食
品
の
偽
装
表

示
事
件
な
ど
「
恥
」
ず
か
し
い

問
題
が
頻
発
す
る
こ
と
も
あ
る

ま
い
。 え

を
計
画
し
て
い
る
。

高
齢
社
会
へ
の
対
応
で
は
、

旧
代
々
木
高
校
跡
地
お
よ
び

本
町
地
区
に
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
を
整
備
す
る
。
代
々
木
校

跡
地
は
施
設
約
七
三
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
。一
〇
〇
床
（
こ
の
う

ち
二
〇
床
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

用
）。本
町
地
区
は
、
本
町
東
小

学
校
敷
地
を
活
用
し
て
整
備
す

る
。
施
設
九
六
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
。一
〇
〇
床
（
二
〇
床
は
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）。さ
ら
に
新
橋
、

恵
比
寿
、二
軒
家
、大
向
敬
老
館

を
建
て
替
え
る
予
定
だ
。

旧
大
和
田
小
跡
地
施
設
は
、

敷
地
面
積
四
九
六
七
平
方
メ
ー

ト
ル
。
延
床
面
積
二
七
四
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
。小
中
ホ
ー
ル
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
こ
ど
も
科

学
セ
ン
タ
ー
、
健
康
セ
ン
タ
ー
、

体
育
施
設
な
ど
計
十
五
施
設
が

は
い
る
予
定
。地
下
三
階
、
地
上

十
二
階
の
大
規
模
計
画
だ
。
平

成
十
九
年
着
工
、
同
二
十
二
年

六
月
竣
工
予
定
。

あ
る
べ
き
か
。
政
財
界
含
め
真

剣
に
意
見
を
戦
わ
し
た
の
は
確

か
だ
。

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
現

在
、
約
四
〇
％
。先
進
国
を
み
て

み
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が

二
三
〇
％
と
圧
倒
的
。
続
い
て

ギ
リ
ス
四
二
％
（
農
林
水
産
省

「
食
料
需
給
表
」）
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
欧
米
の
国
々
は

国
家
戦
略
と
し
て
意
識
的
に
食

糧
の
自
給
率
を
あ
げ
る
一
方
、

日
本
は
食
糧
安
全
保
障
と
し
て

の
政
策
が
何
も
実
施
さ
れ
て
こ

仕
事
柄
、
海
外
に
行
く
こ
と

が
多
い
が
、
日
本
ほ
ど
格
差
が

な
い
国
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
か
ら
車
で
二
〇
分
ほ

ど
は
し
れ
ば
、
サ
ウ
ス
地
区
は

荒
れ
た
エ
リ
ア
だ
。欧
米
、
ア
ラ

揃
っ
て
い
る
。
個
人
金
融
資
産

一
五
〇
〇
兆
円
が
眠
っ
て
い
る

と
い
う
国
は
、
世
界
で
も
異
例

で
、そ
れ
は「
武
器
」だ
。

九
〇
年
代
、
あ
る
い
は
最
近

の
規
制
緩
和
以
降
、
日
本
が
な

く
し
た
も
の
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

旧大和田小学校跡地施設

子
育
て
、
長
寿
社
会
に
対
応

19
施
設
を
建
設
整
備
へ

日
本
伝
統
の
精
神
文
化
忘
れ
る
な

″
最
近
世
相″　
に
潜
む
欠
因
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神宮前

気の合う仲間と…

新鮮な魚とうまい酒

本店 Tel:03‐3404‐6003・03‐3404‐7024
青山店 Tel:03‐5785‐4464

青山店 店長　臼井　孝文

（2）

岡
本
太
郎
「
明
日
の
神
話
」

招
致
と
二
〇
二
五
年
の
渋
谷
と

題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
青
山

学
院
大
学
社
学
連
携
研
究
セ
ン

タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
О
渋
谷
・
青
山
景

観
整
備
機
構
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｆ
）
主

催
）
が
五
日
午
後
四
時
か
ら
青

山
学
院
大
学
の
国
際
大
会
議
場

で
開
か
れ
た
。

こ
の
日
は
、
桑
原
敏
武
渋
谷

区
長
、
武
井
雅
昭
港
区
長
ら
来

賓
な
ど
お
よ
そ
三
〇
〇
人
が
参

加
し
た
。

研
究
報
告
の
第
一
部
は
①
岡

本
太
郎
「
明
日
の
神
話
」
招
致

活
動
の
概
要
と
今
後
の
展
開
②

「
明
日
の
神
話
」招
致
効
果
の
計

測
と
招
致
活
動
へ
の
評
価
。
第

二
部
は
、
①
Ｃ
Ｇ
と
立
体
模
型

で
紹
介
す
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域

二
〇
二
五
年
の
将
来
像
②
伝
統

芸
能
で
観
光
立
国
を
担
う
千
駄

ヶ
谷
の
実
験
的
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

岡
本
太
郎
氏
の
「
明
日
の
神

話
」
は
長
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の
巨
大

壁
画
。一
九
七
〇
年
岡
本
氏
が

メ
キ
シ
コ
の
ホ
テ
ル
の
依
頼
で

制
作
し
た
も
の
だ
が
、
ホ
テ
ル

の
経
営
の
悪
化
に
伴
い
壁
画
は

取
り
壊
さ
れ
メ
キ
シ
コ
各
地
を

転
々
と
す
る
う
ち
に
行
方
不
明

渋
谷
区
は

「
絶
対
高
さ

制
限
を
定
め

る
高
度
地
区

に
つ
い
て
」

の
素
案
を
ま

と
め
た
。
街

な
み
の
景
観

を
守
る
た
め

渋
谷
区
全
域

で
高
さ
制
限

を
も
う
け
る

も
の
で
、
来

年
一
月
ま
で

に
都
市
計
画

審
議
会
専
門

部
会
で
原
案

考
え
だ
。

渋
谷
区
は
、
高
さ
制
限
値
の

設
定
に
関
し
①
住
居
系
用
途
地

域
（
良
好
な
住
環
境
の
維
持
・

形
成
を
は
か
る
）
②
複
合
系
用

に
。二
〇
〇
三
年
、
岡
本
敏
子
さ

ん
が
執
念
で
発
見
、
二
〇
〇
五

年
日
本
に
移
送
。
昨
年
完
全
修

復
さ
れ
た
。現
在
は
、
現
代
美
術

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

作
品
を
渋
谷
区
に
誘
致
し
よ
う

と
い
う
活
動
だ
。

明治通りは高さ60Ｍに制限

「
首
都
直
下
地
震
‐
民
間
事

業
者
の
対
応
と
帰
宅
困
難
者
問

題
」
と
題
す
る
都
市
災
害
対
策

講
演
会（
渋
谷
区
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人

渋
谷
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
主
催
）
が
十
二
日
午
後

三
時
か
ら
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

美
竹
の
丘
二
階
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
る
。

講
師
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の

山
崎
登
氏
。

内
容
は
、
首
都
直
下
型
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
伴
う
「
帰

東
京
商
工
会
議
所
渋
谷
支

部
（
佐
藤
進
会
長
）
の
新
年
賀

詞
交
歓
会
が
一
月
八
日
午
後
四

時
か
ら
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東

急
ホ
テ
ル
地
下
二
階
「
ボ
ー
ル

ル
ー
ム
」
で
開
か
れ
る
。

当
日
は
、
例
年
四
〇
〇
人

規
模
の
会
員
ら
が
出
席
す
る
。

佐
藤
会
長
挨
拶
、
桑
原
区
長
の

来
賓
挨
拶
に
続
き
、
壇
上
で
鏡

割
り
を
行
い
、
新
年
を
祝
う
。

渋
谷
支
部
の
会
員
は
現

在
四
七
〇
〇
社
。
来
年
三
月

二
十
四
日
に
は
東
京
商
工
会
議

所
設
立
一
三
〇
周
年
記
念
事
業

が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

予
定
さ
れ
て
い
る
。

12
月
11
日
（
火
）
９
時
〜
17

時　

上
海
〜
近
代
の
美
術
（
１

月 

27
日
ま
で
）（
松
濤
美
術
館
）

12
月
14
日
（
金
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分　

お
正
月
の
ミ
ニ

盆
栽
作
り
（
16
日
も
開
催
）（
ふ

れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
） 

12
月
16
日
（
日
）
15
時
〜
ク

リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
ケ

ア
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
美
竹
の
丘
）

12
月
17
日
（
月
）
15
時
〜
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
平
和
の
構

築
に
向
け
て
」（
国
際
連
合
大
学

ウ
・
タ
ン
ト
国
際
会
議
場
）

12
月
26
日
（
水
）
13
時
30
分

〜
15
時
30
分　

ハ
ー
ブ
の
し
め

縄
作
り
（
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン

タ
ー
）

１
月
14
日
（
祝
）
13
時
30
分

〜
15
時
30
分

新
成
人
を
祝
う

会
（
渋
谷
C.
C.
L
e
m
o
n

ホ
ー
ル（
渋
谷
公
会
堂
）

問
い
合
わ
せ
…
渋
谷
区
企
画

部
広
報
課
広
報
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
３
４
６
３
‐
１
２

１
１
内
線
２
４
６
２

途
地
域
（
周
辺
の
住
環
境
へ
の

影
響
な
ど
配
慮
）
③
商
業
・
業

務
系
用
途
地
域
（
地
区
の
位
置

付
け
や
役
割
に
合
わ
せ
た
都
市

の
活
力
を
う
み
だ
す
こ
と
）
の

三
つ
の
市
街
地
類
型
に
分
類
。

①
住
居
系
用
地
で
は
絶
対
高

さ
制
限
値
を
二
〇
メ
ー
ト
ル
、

三
〇
メ
ー
ト
ル
に
制
限
②
複
合

系
用
途
地
域
で
は
二
〇
メ
ー
ト

ル
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
四
〇
メ
ー

ト
ル
ま
で
に
設
定
③
商
業
・
業

務
系
用
途
地
域
で
は
三
〇
メ
ー

ト
ル
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
五
〇
メ

ー
ト
ル
、
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
制

限
し
た
。

な
お
、
渋
谷
駅
周
辺
と
新
宿

駅
南
口
周
辺
は
除
外
。
こ
れ
は

渋
谷
駅
周
辺
が
都
市
再
生
緊
急

整
備
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
新
宿
南
口
周
辺
は

副
都
心
と
し
て
の
土
地
の
高
度

利
用
や
有
効
利
用
が
の
ぞ
ま
れ

て
い
る
た
め
だ
。

具
体
的
に
み
て
み
る
と
、
最

も
高
い
高
さ
六
〇
メ
ー
ト
ル
が

認
め
ら
れ
る
の
は
恵
比
寿
駅
周

辺
、
渋
谷
一
丁
目
か
ら
千
駄
ヶ

谷
五
丁
目
ま
で
の
明
治
通
り
沿

い（
幹
線
道
路
）や
本
町
二
、
三

丁
目
地
区
の
一
部
な
ど
計
六
ヵ

所
。中
心
は
、
恵
比
寿
駅
周
辺
と

明
治
通
り
だ
け
だ
。

こ
の
ほ
か
、
大
半
の
住
宅
エ

リ
ア
で
は
第
一
種
低
層
住
居
専

用
地
域（
一
〇
メ
ー
ト
ル
）、
第

二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
（
一

二
メ
ー
ト
ル
）の
ほ
か
、
二
〇
メ

ー
ト
ル
台
が
中
心
。
三
〇
メ
ー

ト
ル
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
区

は
限
ら
れ
た
状
況
だ
。

今
年
九
月
の
東
京
都
地
価
調

査
の
結
果
で
渋
谷
区
の
土
地
は

商
業
地
で
平
均
二
七
・
九
％
、

住
宅
地
で
平
均
二
三
・
三
％
と

い
ず
れ
も
大
幅
に
上
昇
。
場
所

に
よ
っ
て
は
三
〇
％
を
超
え
る

全
国
で
も
一
、
二
を
争
う
高
い

上
昇
率
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
リ
ー
ト
、

不
動
産
投
資
会
社
な
ど
の
土
地

買
占
め
な
ど
が
進
ん
で
お
り
、

銀
座
、
青
山
、
表
参
道
、
渋
谷
は

都
内
で
も
地
価
上
昇
率
が
急
激

に
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
が
現

状
。今

回
の
「
絶
対
高
さ
制
限
」

の
導
入
は
、
区
内
全
域
を
用
途

地
域
や
容
積
率
に
応
じ
て
一
律

に
規
制
、
住
環
境
の
維
持
を
図

ろ
う
と
い
う
も
の
。

渋
谷
区
管
内
で
は
こ
れ
ま
で

①
表
参
道
地
区
計
画
（
高
さ
制

限
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
②
神
宮
前

五
・
六
丁
目
地
区
計
画
（
六
〇

メ
ー
ト
ル
）
③
旧
山
手
通
り
地

区
計
画（
二
〇
メ
ー
ト
ル
）④
本

町
二
、
三
丁
目
地
区
計
画（
山
手

を
検
討
、
二
月
に
は
区
の
ニ

ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
。
来
年
度
中
に
は
高
度

地
区
の
指
定
に
つ
い
て
都
市

計
画
を
決
定
、
施
行
し
た
い

「
原
宿
表
参
道
Ｅ
ｃ
о
＊
Ａ
ｖ

ｅ
ｎ
ｕ
ｅ　

М
О
Ｖ
Ｅ
М
Ｅ
Ｎ

Ｔ
21
」
二
〇
〇
八
（
原
宿
表
参

道
欅
会
主
催
）
が
十
二
日
午
後

六
時
か
ら
原
宿
ク
エ
ス
ト
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
る
。

当
日
は
、
松
井
理
事
長
挨
拶

に
続
き
、エ
コ
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
に

通
り
・
方
南
通
り
沿
道
六
〇
メ

ー
ト
ル
、
そ
の
他
三
〇
メ
ー
ト

ル
）
の
四
地
域
で
地
元
の
合
意

を
形
成
、
自
発
的
に
高
さ
制
限

を
設
け
て
き
た
。

建
築
物
の
高
さ
制
限
に
つ
い

て
は
本
来
な
ら
ば
、
地
区
計
画

で
決
定
し
て
い
く
べ
き
だ
が
、

地
域
の
意
見
集
約
に
は
時
間
が

か
か
り
、
し
か
も
渋
谷
区
全
域

と
な
れ
ば
長
い
年
月
が
必
要
。

ミ
ニ
バ
ブ
ル
と
い
わ
れ
、
景
観

無
視
の
建
設
な
ど
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
渋
谷
区
が
急
遽
、

高
さ
制
限
の
規
制
に
乗
り
出
し

た
格
好
だ
。

宅
困
難
者
問
題
」。帰
宅
路
が
閉

ざ
さ
れ
た
人
た
ち
に
民
間
事
業

者
は
何
が
で
き
る
の
か
。
有
事

の
際
に
企
業
は
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。イ
ラ
ン
地
震
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
な
ど
自
然
災
害
の

取
材
経
験
豊
富
な
山
崎
氏
が
講

演
す
る
。

定
員
二
〇
〇
人
（
先
着
順
）。

参
加
費
無
料
。問
い
合
わ
せ
は
、

東
京
商
工
会
議
所
渋
谷
支
部

（
三
四
〇
六
‐
八
一
四
一
番
）。

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

さ
ら
に
来
年
の
「
明
治
神
宮
社

殿
復
興
五
〇
周
年
記
念　

明
治

神
宮
と
表
参
道
」
の
歴
史
と
い

ま
、
未
来
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る

予
定
だ
。

午
後
七
時
半
か
ら
は
懇
親
会

が
開
か
れ
る
。
詳
し
い
こ
と
は

欅
会
事
務
局
（
電
三
四
〇
六
‐

四
三
〇
三
番
、毛
塚
氏
）ま
で
。

挨拶する武藤元昭青山学院大学学長

「
明
日
の
神
話
」を
渋
谷
へ

青
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

来
年
は
東
商
130
周
年

商
工
会
議
所
の
交
歓
会

「
高
さ
制
限
」を
導
入

景
観
と
住
環
境
を
守
る

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

山
崎
Ｎ
Ｈ
Ｋ

解
説
者
招
き

都
市
災
害
対
策
講
演

明
治
神
宮
と
表
参
道

の
歴
史
、
未
来
語
る

【
渋
谷
区
行
事
日
程
】
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